



















よ り そ の 必 要 性 が 指 摘 さ れ、 各 地 で
Intergenerational Program（世代間交流プログ
ラム）が登場したのがその起源と言われている。
たとえば 1965 年には、連邦政府によって Foster 
Grandparents Program（里親祖父母プログラム）
という、子ども世代と高齢者世代の交流を目的と












ン ダ に 本 部 を 置 く 国 際 世 代 間 交 流 協 会















































































































































































































































































れた。ボランティア達は 3 か月間（週 1 回 2 時間）
の養成セミナーを修了後、幼稚園や小学校、児童
館などで読み聞かせを行うのである。
筆者は 2017 年 5 月から 7 月にかけて、川崎市
多摩区の下布田小学校で行われているりぷりんと
メンバーによる「読み聞かせ交流事業」への参与
観察を行った。この事業は、6 年生 1 クラスを 7
グループ（1 グループ 4～5 名程度）に分け、1 グ
ループにつき 2 名のりぷりんとメンバーが子ども
達に読み聞かせの方法、技術を教え、集大成とし
て 6 年生が 1 年生に読み聞かせを行うというもの





まず、1 回目では 1 年生にどのような本を読む
か、子ども達がそれぞれに考えて絵本を選べるよ
う、りぷりんとメンバーがアドバイスを行う。ち
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